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しかしこのインスリン分泌初期反応の低下が NIDDM の原因であるか結果なのか明らかではな L、。この点を明ら







対象は BMI (body mass index) 27kg/ rrf以下の80名で，耐糖能の内訳は正常耐糖能41名， IGT18名， NIDDM21 
名である。これらの対象者に75g 経口グルコース負荷試験 (OGTT)，経静脈グルコース負荷試験(IVGTT)，グル
カゴン負荷試験 (GST) に対するインスリン分泌反応を検討した。 IGT の OGTT に対する総インスリン反応面積
は正常者に比べて有意に小であったが(388.1 ::t 4 1. 3 vs. 540. 4:t5. 6, P<O. 05) , NIDDM とは有意差を認めなかっ
た。 OGTT の際のインスリン分泌初期反応を Insulinogenic index (負荷後30分のインスリン増加と血糖増加の比)
で評価すると IGT では正常者に比しきわめて低値であった (25. 7 士 7.5 vs 98. 4:t 23.4, P < O.01)。一方， IGT と
NIDDM の聞には有意差を認めなかった。 IVGTT に対するインスリン分泌初期反応も IGT では正常者に比し著明
に低下していたが (222.6士 66.5vs 635. 4:t79. 1pM , P<O. 01), NIDDM との間には有意差を認めなかった。一方，
GST に対するインスリン分泌初期反応は IGT でも比較的保たれており，健常者との間に有意差を認めなかった
(401. 4 士 59. 5 vs 540. 6 士 49.7pM)口異なる分泌刺激に対するインスリン分泌初期反応の相互関係を比較したところ，
円。
OGTT の際の lnsulinogenic index と IVGTT に対するインスリン分泌初期反応との間には良好な相関関係が認め
られたが (r=0.75， P<O.OOl) , GST に対する初期反応と OGTT あるいは IVGTT に対する反応との相関は比較


























ス負荷試験 (OGTT) の lnsulinogenic index が，インスリン分泌初期反応の簡便な臨床的指標として用いること
ができることを証明したことは，臨床的にも意義の大きい結果である。したがって，本研究は学位授与に価すると認
める。
